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石川民医連からの支援第一陣は、宮城民医連・坂総合病院を拠点に活動しています。武島いずみさん（城北病院オペ室主任・民医労城北支部　副支部長）からメールで送信されてきた現地の状況をお知らせします。

【17日（木）夜　受信】
トリアージ黄色ブースの様子。坂病院は、緊急に備えてよく訓練しているそうです。リハ室も、あっという間に受け入れ体制に早変わり。黄色で行ったレントゲンも、すぐに確認して迅速対応。
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フットワークの軽い先生が、一日中トランシーバーで受け入れ。話の内容も、ブースにいる医師・看護師・メッセンジャーに聞こえる。各々ブースに運ばれたら、医師について全てに対応。避難場所に戻る人は、その段取りもします。リーダー医師がすごい。看護師も、これまでの経験をフル活用。赤ちゃんの点滴や外傷介助。不安の強い人には、付き添って話を聞きます。
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古田先生も連日、日勤－当直。赤黄緑の全てのブースを回って大奮闘です。髭もかなり伸びて、なかなかの男前。坂口さんと丸山くんも、早朝から外でトリアージ。ブースに振り分けたり、安否確認にこられた方に対応。坂病院に運ばれた名簿から探しますが、ほとんどみつかりません。中には、四歳の子どもを探しに来られる両親も。胸が痛む、と坂口さん。とにかく民医連魂で、全国からの支援者と、何より身内を亡くされたり家を失った職員が泊まり込みで対応され、誰もが懸命に取り組んでおいでることに胸が熱くなります。
追伸、いくらお腹が減ったって、おにぎりは一人一個。余分には食べていません。
しかしよく揺れるなぁ。日に何度も揺れる経験は初めてです。あと、ここの薬局が開いててお薬手帳があれば処方してるので、緊急対応とで薬局もかなり人不足。薬剤師の支援はないのかなぁと、若い薬剤師がつぶやいていました。とは言っても、どの職種も全然足りていないのですが。
